令和　７ 年度　後期　社会福祉法人　萌芽の森　めばえ保育園　自己評価　

社会福祉法人萌芽の森　認定こども園 めばえ保育園　自己評価　結果公表

　令和 ７ 年度　１０月～３月における『めばえ保育園』運営について全職員による自己評価をもとに評価を
行った。自己評価は4段階で評価し、平均したものである。

1. 本園の保育理念及び保育目標
	保育理念
	
	保育目標

	こどもたちの可能性の種をまき
　ひとりひとりいきいきと生きる力と
　　　　たくさんの『めばえ』がある保育園
	
	・たくましくこころも体も健やかな子どもの芽
・好奇心を広げ、夢をはぐくむ子どもの芽
・豊かな心をもつ子どもの芽



2. R７年度　重点的に取り組む目標・方向性
	・主体的な行動とカラー：共主体、一斉と主体の融合　　　　・教育、保育活動の充実



3. 評価項目の達成及び取り組み状況
	評価項目
	評価
	取組状況

	➀　令和7年度重点目標
	Ｂ
	主体的な行動とカラー・保育活動の充実

	②　指導計画の作成
	Ｂ
	保育計画の提案・把握

	③　環境の構成
	Ｂ
	主体的に活動展開できるような環境づくり・環境の再構築

	④　健康と安全への配慮
	B
	マニュアル通り、臨機応変に対応ができる

	⑤　子どものみとりと理解
	B
	子どもの状況をふまえ、褒めや励ましで子どもの思いを引き出せているか

	⑥　指導と関わり
	Ｂ
	子どもの適切な把握と助言

	⑦　保育士としての資質・能力
	Ｂ
	業務の遅れなく、報連相に努めた

	⑧　職員間の協力・連携
	Ｂ
	コミュニケーションを図り、感謝の気持ちを伝えることができた

	⑨　保護者、地域社会とのかかわり
	Ｂ
	明るい挨拶と礼儀正しい態度


《評価　Ａよくできている　Ｂまあまあできている　Ｃあまりできていない　Ｄまったくできていない》

4. 今後取り組むべき課題
	課題
	具体的な取組み方法

	
・指導計画　評価・反省・振り返り
	
・指導計画のねらいを「観察可能な具体的な子どもの姿」に
変換する（ねらいに直結した振り返り）
・口頭でその日の活動の振り返りを職員間でシェアする時間を
設ける



5. 財務状況
	監事より、適正に運営されていると認められている。



